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序

伊賀地方の河川は、木津川、淀川と名を変えながら大阪湾へと注いでいます。この河川の流

れが示すように伊賀は、古来より現代に至るまで近畿地方との結びつきが強い地域であります。

四方を山に囲まれた盆地ですが、県下最大級の御墓山古墳をはじめとして美旗古墳群など大規

模な古墳が集中しており、早くから開けていた地域であったようです。

さて、今回報告します水衛遺跡は、阿山郡伊賀町川東字水衛に所在します。今回の調査は、

県立伊賀高等学校体育館用地造成工事に先立って実施したものです。調査の結果、古墳時代ご

ろの木製品を利用した導水施設がみつかりました。このような施設を確認したのは、県内では

初めてのことです。

今回調壺した場所は、残念ながら造成工事のために消滅します。教育施設の建設は大変重要

な事業ですが、その施設の下には我々の祖先が残した足跡があり、その足跡が今日や未来への

発展の足がかりとなっていることを忘れてはならないと思います。その意味からもこのような

成果を基に、地元の方々、そして県民の方々にも文化財保護への関心がより強く根づくのであ

れば、これに勝る喜びはありません。

発掘調壺へのご協力とご理解を頂いた地元の方々、三重県立伊賀高等学校、伊賀町教育委員

会、三重県教育委員会事務局総務課の方々に、厚くお礼申し上げます。

当報告書が伊賀地方の歴史を解明する上での糸口になることを願いますとともに、県民の皆

様の文化財保護へのより一層のご理解とご協力を念願して序文といたします。

平成9年3月

三重県埋蔵文化財センター

所長 奥村敏夫



例 戸

1 本書は、伊賀高等学校体育館建築用地造成」:―事に伴い緊急、発掘調企を実施した水衛遺跡

（旧称伊賀高校遺跡）の発掘調査報告書である。

2 水衛遺跡（旧称伊賀高校遺跡）は、阿山郡伊賀町川東字水衛に所在する。なお、遺跡名は

「伊賀高校遺跡Jとされていたが、遺跡範囲が学校敷地外にも及ぶと推定されるため、遺
跡所在地の小字名から「水衛遺跡」に遺跡名を変更することとした。

3 調杏は次の体制で行った。

調査主体 三菫県教育委員会

調壺担当 三璽県埋蔵文化財センター

調杏第一課 主事 船越重伸

4 調査にあたっては、地元の方々、県立伊賀高等学校、伊賀町教育委員会、（財）三重県農

業開発公杜および三重県教育委員会事務局総務課からの協力を得た。

5 出土した木製品については、小林謙ー氏（奈良国 1グ：文化財研究所）、光谷拓実氏（同）、臼

杵勲氏（同）、加藤真_:_:__:氏（同）、内山和宏氏（同）からご教示を得た。

6 木製品の年輪年代測定を光谷拓実氏にお顧いした。記して謝意を表します。

7 当報告書の作成は、三重県埋蔵文化財センター調査第一課および管理指導課が行った。執

筆、全体の編集は船越が、写真撮影は船越・木野本和之• 田中久生が行った。

8 写真図版の遺物番号は、実測図の番号と対応している。写真図版は、特に断りのない限り

縮尺不同である。

9 挿図の方位は、真北を用いた。なお、磁針方位は西偏6°30, (平成元年、国土地理院）

である。

10 本書で用いた遺構表示記号は、下記のとおりである。

SD=溝 SK —上坑 SZ=不明遺構

11 本書で報告した記録類および出土遺物は、三璽県埋蔵文化財センターで保管している。

12 スキャニングによるデーター取り込みのため若干のひずみが生じています。

各図の縮尺率は、スケールバーを参照ください。
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I . 調査に至る契機と経過

1 調査に至る契機と経過

三重県教育委員会では、国および県が行う各種公

共事業に対して、関係諸機関に事業照会を行うとと

もに事業予定地内の文化財の確認、保護に努めてい

る。

平成7年度に三重県教育委員会事務局総務課から

三重県立伊賀高等学校体育館用地造成工事実施の回

答を受けた。工事予定地は休耕田であるが、水衛遺

跡（旧称伊賀高校遺跡）の隣接地であることから平

成7年6月28日に試掘調査を実施した。

工事予定地内に 7カ所の試掘坑を設定した。その

結果、溝およびピットを検出するとともに、古墳時

代から室町時代に至る各種の土器が出土した。特に

試掘坑No.Iで検出した古墳時代の溝からは一木梯子

（木製品）が出土している。このことから、工事予

定地は水衛遺跡の範囲内に含まれ、古墳時代から中

世にかけての集落跡であると考えられた。

さらに、工事計画では休耕田南側の丘陵斜面を削

り、これによって出た土を造成用の盛土に利用する

こととしている。しかし、予定部分の丘陵上には中

世城館（水衛l号宅跡~3号宅跡）があるとされて

いる。現地を確認したところ、この斜面上に平坦地

が認められることから、中世城館の可能性が想定さ

れた。

この取扱いについて県教育委員会事務局総務課、

県立伊賀高等学校と県教育委員会事務局文化芸術課、

県埋蔵文化財センター間で協議が重ねられたが、現

状保存が困難なため、工事実施にあたり、用地造成

部分については本調査を、丘陵斜面のカット部分に

ついては確認調査（トレンチ調査）を実施するとと

もに記録保存することとなった。調査必要面積は、

合計約 3,200面である。休耕田部分については、湧

水が著しく、一部分調査を断念したために最終調査

面積は、 2,200rriたなった。

なお、湧水が多く、粘土や砂といった作業しにく

い条件の中で、本格的な冬の到来までに無事に調査

が終了できたのは、作業に従事して頂いた地元の方

々の努力の賜物である。ここに御名前を記して、感

謝の意を表したい。

岡森角胤 岡森辰義 界外憲和

界外 寛 鏑木展江 木田平造

草山正夫 清水淳子 南出三男

高井 保 谷口 計 谷口 薫

中森和子 中森一之 中森貴彦

野崎重成 樋渡嗣男 福西 正

丸山 操 三根信郎 宮西 整

宮原良子 宮原芳人 山下千代

山下利雅 山下典子 山中ふさ子

（敬称略・五十音順）

2 調査日誌（抄）

7月29日 重機搬入。表土除去（北側部分）開始。 8月14日 台風12号が日本列島を縦断。伊賀地域は

調査区西端部（学校側）で湧水多し。 影響なし。

8月5日 表土除去（北側部分）終了。最高気温35 8月23日 円盤状に加工した木製品が出土。

℃を記録。 8月26日 試掘坑Nolの南側を掘削中、木樋が出土。

8月6日 道具小屋、発電機、ベルトコンベアなど 試掘調査時に顔を出していた木製品と判

を搬入。
明。

8月7日 地区設定。 SZ2の肩の確認のためトレンチ2本を

8月12日 作業員投入。排水溝を掘削中に有蓋高杯 いれるが判然とせず。

の杯部がほぽ完形で出土。 8月27日 雨天のため、作業中止。夕方までの雨量

-1-



は22mmを観測。 10月25日 M 10区で横櫛が出土。

8月28日 S Z2の東側の肩と思われるラインを検 10月28日 SD3 (L8~L9区）から板材が3枚

出。 連なって出土。「大型木樋か」と色めき

8月29日 雨天のため、作業中止。 立I つ。

9月2日 SZ2の掘削を開始。ホゾ穴と思われる 10月30日 S03を掘削。板材を組み合わせた導水

ものがある板が出土。 施設らしい。

9月5日 再度、 SZ2の肩の確認のためトレンチ 10月31日 SD 3 (L6区）から刀形木製品と梯子

の延長と追加をする。以降、掘削と水抜 が出土。

きの繰り返しの日々が続く。 11月5日 梯子につらなって板材が出土。導水施設

9月20日 北側部分の調査終了。台風17号の上陸を のつづきか？

想定して、対策を講じる。 11月8日 SD3 (L5区）から木製品が出土。

9月22日 台風17号が接近するも影響無し。 11月11日 最低気温が0度。初氷、初霜を観測。

9月24日 木製品の出土状況図作成。南側部分への 11月13日 季節はずれの台風24号が接近。本朴1の南

進入路の付け替え作業を始める。 海上を通過。影響無し。

9月25日 平板測量。進入路の付け替え終わる。仮 11月15日 多量の湧水のために検出面が緩み、検出

排水路の掘削を始める。午後より雨。 作業が出来ないため調査区南側の一部分

9月26日 雨天のため、中止。 の調査を断念。

9月27日 平板測量。仮排水路の掘削。重機が故障 11月25日 公社安全パトロール。

する。 11月26日 掘削作業終了。写真撮影。

9月30日 台風21号が奄美地方を北上。 fl月27日 奈良国立文化財研究所平城宮跡発掘調査

10月1日 公社安全パトロール。平板測量。 部から 4名が来訪。

10月2日 仮排水路の掘削。埋め戻し開始。 11月28日 平板測量。

10月3日 表土除去（南側部分）開始。この日から 12月1日 初雪を観測。

約2週間、秋の長雨に祟られ、作業が思 12月2日 雪のため、作業を断念。積雪3cmを記録。

うように進まない。 12月3日 平板測量。最低気温ー 2度を記録。

10月9日 調査区中央付近で比較的大きな木製品が 12月4日 平板測量。出土状況図作成。

顔を出す。 12月6日 平板測量。木製品の取り上げ。

10月14日 大雨のため、調査区内に多量の水が溜ま 12月9日 導水施設に用いられていた杭を取り上げ

る。ポンプ4台を稼働させるが、なかな る。

か減らず。終夜稼働で、排水する。 12月10日 埋め戻し開始。

10月17日 表土除去終了 12月13日 埋め戻し完了。

10月18日 地区設定 12月19日 撤収完了。

10月21日 作業員再投入。南側の丘陵斜面にトレン 12月20日 引き渡し。

チを入れる。 12月27日 調査終了。
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II . 位置と環境

水衛遺跡 (1) は、柘植川左岸、標高約172mの河

岸段丘上に立地し、行政上は阿山郡伊賀町川東字水

衛に所在する。

伊賀町内では、古墳時代以前の遺跡は、明確には
① 

確認されていない。しかし、小波田遺跡で縄文時代

のサヌカイト製有舌尖頭器が、川西地区で磨製石斧
② ③ 

が表採されているほか、天道遺跡で縄文土器片が出

土している。

古墳時代になると、柘植川沿岸の地域には、多く

の遺跡や古墳が出現する。古墳について見ると、当

遺跡の北西約 1kmには、 4世紀前半に築かれ割竹形

木棺を直葬した主体部を持ち、県下最古の古墳とさ
④ 

れる東山古墳 (2)をはじめ、天長山古墳群 (3). 

内田古墳群 (4) . 新堂古墳 (5) ・権現山古 (6) . 

筒御前古墳 (7) など、多くの古墳が築造されてい

る。

天長山古墳群 1号墳は、昭和4年に旧彦根高等商

業学校教授・橋本犀之助によって発掘されている。

多量の朱にまみれた環頭大刀とともに 5世紀末の須

恵器・勾玉などが出土しており、内部主体は木炭榔
⑤ 

であったとされている。昭和45年には、県立伊賀

高校の生徒が6世紀頃の須恵器の壷と器台の破片を

採集している。器台は、四段透かしで最上段のみ長

方形孔、その他は三角形孔となっている。この遺物

は復元され、県立伊賀高校に保管されている。

また、権現山古墳は昭和38年に工事中発見された

古墳で、 6世紀前半の須恵器が出土しているが消滅
⑥ 

している。新堂古墳では円筒埴輪片が採集されてい

る。筒御前古墳は、 6世紀後半の須恵器、土師器、

鉄製品、玉類などが出土し、内部主体は横穴式石室

であった。

伊賀町内に点在する古墳は小規模であるが、これ

第 1図 遺跡位置図 (1: 50,000)国土地理院『上野』 (1: 25.000)より●印は古墳・集落、 ■印は城館
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ら古墳の分布から、古墳時代におけるこの地域の開

発が柘植川上流へと進められていったことが窺える。

また、集落跡としては古墳時代初頭の竪穴住居11

棟と建物を区画する大溝が検出された北中溝遺跡

(8) や古墳時代後期の竪穴住居 8棟が検出された

天道遺跡~, (9)、竪穴住居19棟が検出された畔垣
内遺跡 (IO) がある。北中溝遺跡で検出された竪

穴住居のうち 2棟には屋内にベット状の高まりが認

められた。また、畔垣内遺跡で検出された竪穴住

第2図遺跡地形図 (1 : 6,000) 

-4-

居のうち 1棟は焼失住居であり、比較的器高が低い

器種を中心に原位置またはそれに近い状況で遺物が

出土している。ともに興味深い資料である。

柘植川沿岸地域が古くから開発されていたことは、

この地域に最近まで遺されていた条里遺構からもわ

かる。この地域は旧伊賀国阿拝郡壬生野村に属し、

小字名に条里制の名残りやさらに古い時代の水田地

割りも認められる。福永正三氏による条里地割の復

元によれば、水衛遺跡は九条三里三十一坪から三



@ 

112.17 

゜
50 m 

第 3図調査区位置 (1:1,000)■は、試掘坑丸数字は、試掘坑番号

十二坪付近にあたる。

伊賀町が歴史の表舞台に登場するのは、 7世紀後

半のことで、大海人皇子と大友皇子の皇位継承争い、

いわゆる「壬申の乱」の時である。「日本書紀」は、

大海人皇子が吉野から美濃への進軍の際に現在の名

張市から上野市、伊賀町を通り、鈴鹿へと伊賀国を

縦断するような形で通過していると記している。

平安時代以降、伊賀国では東大寺をはじめとする

畿内の大寺院の荘園が数多く経営されている。この

地域でも玉滝荘・予野荘（東大寺領）、柘殖荘（大

安寺領）、柏野荘（東大寺領・長溝堂領）、壬生野荘

（春日若宮領）、河合荘（萬寿院領）などが知られて

いる。的場遺跡は、平安時代末期から鎌倉時代前期

にかけての遺跡であるが、四面廂の掘立柱建物や倉

庫をもつ建物群を検出しており、柏野荘域に含まれ

ると考えられることから、その関係が注目される。

中世の伊賀国では、荘園体制の崩壊とともに数多

くの小領主が台頭し、その拠点としての城館が多数

築かれていく。当遺跡南側の丘陵にも、水衛 1号宅

跡、同 2号宅跡、同 3号宅跡の 3遺跡が所在してい

るが、詳しいことはわかっていない。このような城

館は、伊賀国全体では 500カ所以上が確認されてい

るが、その分布には偏りが見られる。柘植川流域は

多くの城館が築かれた地域の 1つである。当遺跡の

所在する川東地区は、伊賀町内でも特に集中する地

域の 1つである。これらの城館は、集落内や集落の

後背丘陵に位置し、一辺数十mの土塁で囲まれた単

郭もしくは複郭程度の単純な郭構造をもつものが多

い。これらは、戦国時代以降の構築と考えられるが、

恒岡氏城のように天正伊賀の乱に際して構築された

ものもある。また、柏野城や壬生野城のように天正

伊賀の乱の伊賀勢の拠点となった城もある。
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皿．遺 構

1 層

調査区の現況は、丘陵端部付近に位置する休耕田

である。この場所は、複数あった田圃を 2筆にまと

める工事が過去に行われている。

調査の工程上、北側地区と南側地区に分けて調査

を実施した。両地区の田面高の差は、約 lmである。

2 遺

A 本調査部分

北側地区では、溝1条と小穴を、南側地区では、

土坑1基、溝2条、導水施設と小穴を検出した。ま

た、両地区にまたがる形で池状遺構を検出している。

SD 1 調査区の北西部分を斜めに横断する幅0.7

mの浅い溝である。調査区中央付近から南方向につ

いては検出できなかった。

SZ2 不定形の池状遺構である。西側部分は、学

校管理棟の下へと続いていく。埋土は、暗灰色粘質

土、灰色砂質土、腐植層、砂利の順であった。木樋、

ー木梯子、板材、須恵器・古式土師器などが暗灰色

粘質土から出土している。

SD 3 東西方向に弧状に調査区を横断する幅2~

4m、深さ 0.2-----0.3 mの溝である。東から西に向

かって緩やかに傾斜している。調査区西端では、 S

Z2に近接しており、学校管理棟の下付近で合流し

ている可能性がある。中央付近では、転用した木製

品を用いた導水施設を検出している。また、この施

設に連なる杭列も検出している。この杭列は、東側

部分では SD3からはそれて、さらに東へと続

く。

SD4 東西方向に調査区を横切る幅2-----4m、深

さ0.2-----0.3 mの溝である。東側部分では、二方向

に別れ、一方は幅を狭めながらもさらに東へ延びる

が、もう一方は、途中で収束している。西側部分は、

SZ2に合流している。また、この溝を斜めに横切

る形で杭列を検出している。比較的新しい時代のも

のと思われる。

序

基本的な層位は、耕作土、暗褐色粘質土（包含層）、

淡褐色土、淡青灰色砂質土もしくは黄灰色砂質土

（地山）の順で、地山は南東方向から北西方向へと

傾斜している。また、透水層が比較的浅いところに

あるため、湧水が著しい。

構

SK5 調査区南端付近で検出した不定形な土坑で

ある。深さは 0.25mと比較的浅い。大型楕円形曲

物の底板が出土している。

導水施設 SD3の中央付近で検出した。板材、一

木梯子などを組み合わせてつくられた暗渠状の施設

である。 2カ所に分かれて検出しているが、相互を

結ぶような形で杭列が認められることから、この2

つは一連の施設と考えられる。東側は 3連、西側は

2連で、各々の端部は重なり合う部分が認められる。

この施設は、天板と側板、側板を支持する杭で構成

されている。杭は、 0.2-1.2 mの間隔で打ち込ま

れている。側板と杭の上面はほぽ同レベルで、天板

の丘陵側は杭の上面で支持されていた。北側の側板

と杭、底板は検出されなかった。底板に相当する部

分は、 SD3の底と共有する形となっている。

全体的には、杭列の並び方から非常に緩やかな円

弧を描いた形で敷設されている。杭列が東側でSD

3から外れていく部分では地山上面に設置され、そ

れ以外の部分では埋設状態、もしくは半埋設状態で

あったと考えられる。

B トレンチ調査部分

遺構確認のため、丘陵斜面部分に長さ19m、幅 l

mのトレンチ 1本を設定した。

基本的な層序は、腐植土、淡黄灰色土、淡灰褐色

土の順で淡灰黄色の基盤層となる。遺構、遺物とも

に認められなかった。今回の工事箇所については、

自然地形もしくは比較的新しい時代の開墾によって

地形改変が行われたものと考えられる。
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N. 遺

出土した遺物は、コンテナバット 18箱であった。

その大部分が包含層出上遺物であり、古墳時代から

江戸時代に至る幅広い時期の土器である。しかし、

遺構出土遺物のうち、 SZ2やSD3からは導水施

設に関係する古墳時代の木製品が出土しており、貴

重な資料を提供している。

A 遺構出土遺物

a S Z 2出土遺物

須恵器杯蓋 (21) 天井部は丸く、口縁端部は内

傾する明瞭な段を有する。

須恵器杯身 (23) たちあがりは高くやや内傾し、

端部は内傾する段を有する。底部内面には同心円状

当て具痕が残っている。また、底部外面には「X」

のヘラ記号が認められる。

須恵器 有蓋高杯 (22) たちあがりは高くほぼ垂

直で、端部は内傾する段を有する。脚部は、杯部底

部にわずかに残存しているのみである。この部分に

透孔の一部が観察でき、三方に長方形の透孔があっ

たと考えられる。また、杯部外面下半にはヘラ記号

が認められる。

土師器小形鉢 (24) 半球形状で、明瞭な頸部は

なく、口縁端部は内傾する面を持つ。

土師器 小形甕 (25) 口縁部は外反し、口縁端部

を丸くおさめる。

木樋 (1) 幅 0.lm、長さ 1.6mで、丸太を半裁し

た後、中央部分を四角＜翔jり貫いている。外面には

防腐の為に焼いたと思われる部分が認められる。

陶器 卸皿 (26) 糸切り痕未調整の平底である。

14世紀ころの瀬戸産のものと思われる。後世の攪乱

による流れ込みと考えられる。

ー木梯子 (2) S Z 2の北端付近に設定されてい

た試掘坑N叫から出土した。形状は後述する16と同

ーであるが、やや大型で一方の端部を欠いている。

足掛部は 3段を残す。 1段欠けた痕跡が観察でき、

足掛部は少なくとも 4段あったと考えられる。 1段

の長さは31cmである。

物

板材 (3~6) 3・4は、ともに一端部に切り欠

きもしくはホゾ孔が認められる。 5・6は、ともに

両端部を欠く板である。 5は、両側面が割れている

ことが観察でき、もう少し幅広の板であったと思わ

れる。

b SD 3出土遺物

土師器 甕 (27) ゆるやかな胴部にやや外傾する

口縁部がつく。内外面に細かなハケメを施す。

ー木梯子 (16) 表面に足掛けを作り出し、裏面を

平坦に仕上げている。足掛部は 5段で、上下ともに

斜めに切り込み、断面形は台形である。 1段の長さ

は37cmである。足掛部の下端は平坦部との境界が明

瞭である。ほぼ完形で、導水施設の側板に用いられ

ていた。

板材 (11~15・17) 導水施設に用いられていた木

製品である。 11~13・17は、天板部分に用いられて

いた板材で、 11・12は材質や加工痕などからもと 1

枚板であった可能性が考えられる。ともに、表面に

焼けた痕が認められる。 15は唯一両側に側板相当部

分が認められるもので、断面形は国状である。遺構

検出時は凹状で設置されていた。側板相当部分の両

端はホゾ状に加工されている。転用材と思われるが、

何からの転用であるかは不詳である。 14・17は、側

板に用いられていた板材である。 17は両端に方孔が

2カ所ずつ認められる。裏面の方孔部分については、

一段彫り込まれてから開けられており、井戸枠から

の転用と思われる。 14は、両端に方孔が1カ所ずつ

開けられている。転用材であることは明らかである

が、何からの転用であるかは不詳である。ただ、形

状から床材もしくは壁材からの転用かと思われる。

田下駄 (9) 2カ所の鼻緒孔が認められる。前後

に枠取付用と思われる切欠きがある。枠型の足板部

分と考えられる。

刀形木製品 (7) 鞘に入れていない抜身の状態で

ある。片刃の刃身を持ち、切先が反り上がって終わ

る。縞の表現も明瞭である。刀身部から柄部に向か

って太くなる。鍔の表現はない。
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棒状木製品 (10) 用途不明の木製品である。一方

の端部が、扁平に削られている。全体に削りなどに

よって丁寧に仕上げられている。不規則に 1mm以下

の微少な孔が開けられているが、貫通はしていない。

器台 (8) 台形の板状木製品である。方形の孔と

長方形の切り欠きが各 1カ所、小孔が2カ所認めら

れる。同じ形状の2枚の板を十字形に組み合わせて

器物をのせる台として用いられたと考えられる。

c SK 5出土遺物

大型楕円形曲物底板 (18) 樺皮結合曲物で、円板

内面の周縁を一段低くつくり、ここに側板をたてて、

樺皮紐と木釘で結合したものである。 3ヵ所に樺皮

結合の痕跡をとどめる。うち lヵ所は木釘のみが、

あとの2ヵ所には樺皮紐と木釘が残る。また、側板

の外側に張り出す突起部が認められる。

B 包含層出土遺物

須恵器 杯蓋 (28) 口縁端部は内傾する明瞭な段
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を有する。

須恵器 杯身 (29・30) たちあがりは高くやや内

傾し、端部は内傾する段を有する。

土師器 二重口縁壺 (33) 一段目の口縁部は、斜

め上方に緩やかに外反する。二重口縁部は外反した

後、上方に引き出される。

土師器鉢 (31) 半球形の体部に外反気味に立ち

上がる短い口縁部がつく。口縁端部は丸くおさめる。

土師器小形鉢 (32) 半球形状で、明瞭な頸部は

なく、口縁端部は内傾する面を持つ。

山茶椀 (34) 低い貼付高台で、高台端部には籾殻
⑭ 

痕が明瞭に残る。藤澤編年の第6型式に相当し、 13

世紀頃のものと思われる。後世の流れ込みである。
⑮ 

横櫛 (20) 肩部に丸味を持つAll形式こ属するもの

と考えられる。歯は細く、 1cmあたり 9本である。

紡錘車 (19) 木製で円形の薄い板材を用いる。中

央に径1cmの円孔がある。上面と下面の区別はでき

ない。

□〉
一:-lf/f!fff!I19 

、¥、34

20 

゜
10cm 

゜
5 cm 

第11図 出土遺物実測図 (19• 21,-...,34は1: 4、20は1: 2) 
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V. 結

水衛遺跡の試掘調査では、古墳時代から中世にか

けての遺物とともに、一木梯子が出土したことから、

当該時期の集落跡が存在すると考えられた。ところ

が、今回の調査では、樋管に転用材を用いた導水施

設を検出するとともに、別の遺構からは形態の異な

る木樋が出土した。このことは、柘植川沿岸地域の

歴史解明のための貴重な発見であったといえる。

樋管を用いた導水施設の検出例は、全国的に見て

も少数である。一方、県内では、今までに城之越遺

跡で木樋もしくは水盛りと考えられる木製品が報告
⑯ 

されているのみであり、古墳時代の導水施設の検出

例は報告されていない。そこで、今回検出した導水

施設の構築時期、構造、目的について少しまとめ

てみたい。

構築時期について

包含層遺物としては、古墳時代から江戸時代まで

幅広い時期の遺物が出土している。これは、断続的

であるかあるいは連続的であるかは別にしても人々

の日常生活が古墳時代以降にこの地域で営まれてい

たことを示すものである。

今回の調査で検出した遺構から出土した土器につ

いても古墳時代以降に属するものであり、この施設

が古墳時代以降に構築されたことは間違いないであ

ろう。ただ、遺構出土の土器は数が少ないことから、

今回検出した導水施設について共伴する土器からの

時期決定は難しい。そこで、この施設の時期決定に

重要な位置を占めるのが、樋管に用いられていた木

製品である。
⑰ 

木製品の年輪年代法による測定結果から 6世紀

代には、すでに伐採・加工されていたことが判明し

ている。そして、用いられていた木製品は、一木梯

子、井戸枠など他からの転用であることが明らかな

製品が多い。木製品の耐用年数を考慮にいれなけれ

ばならないが、伐採され、加工されてから百年以上

経過したのちに他の施設に転用することも考えにく

ぃ。これらの点を考慮し、年輪年代法から求められ

た年代および共伴する土器の年代からこの施設の構

-15 -

語

築年代を古墳時代後期、 6世紀頃に構築されたと推

定するのが妥当であろう。

構造について

導水管として用いられる樋管には、丸太材を翔jり

貫いたものと箱型のものの 2種類がある。今回の調

査では、 SZ2からは前者の、 SD3からは後者に

類似した樋管が出土している。 SZ2出土の木樋に

ついては、原位置を保持していないのでその施設の

構造については論ずることはできない。しかし、 S

D3については原位置を保持した状態で検出してい

る。そして、この施設が特殊な構造をしていること

に注目したい。

箱型の樋管を敷設する場合、 4枚の板を組み合わ

せ、箱状にするのが最も妥当な方法であると考えら

れる。しかし、今回検出した導水施設は、天板と一

方の側板だけで構成され、もう一方の側板はなく、

底板相当部分はSD3の底と共有している。構築当

初からこのような構造であったのか、導水管として

機能していたのかなどの疑問が残る。

では、側板のない部分については、どのように考

えるべきか。現時点で想定できる状況は、構築当初

は側板とそれを支持する杭が存在したが、その後腐

植が著しく進み無くなってしまった、あるいは当初

から側板は無く、溝を掘った後に一方の側壁のみ土

で埋め直し整形した後、側壁としていたという 2つ

のケースが考えられる。

調査においては、側板や杭列は痕跡も含めて検出

されなかった。導水施設部分の土層断面の観察から

は、天板の北側端部付近まで埋めていることが観察

できる。この状況から北側部分は当初から側板や杭

列は無く、土を盛り直し整形することによって側壁

としたものと思われる。ただ、このような構造で流

水に対して耐えられるだけの強度があったのかとい

う疑問は残る。一方、底板相当部分については、こ

の面において水が涌いてくることから透水層もしく

はその直上部分に相当すると考えられ、あえて底板

をもうける必要性がなかったのではないかと推測さ



れる。

構築の目的について

樋管を敷設する目的として考えられるのは、灌漑

用設備として構築する、もしくは祭祀的な意味合い

を含む権力の象徴としての施設として構築するの 2

点である。

過去の調査から当遺跡付近の柘植川沿岸部では前

述したように古墳時代の集落跡が3遺跡確認されて

いるが、今回の調査区からは、住居跡や水田跡など

人々の日常生活を窺い知る遺構は検出されなかった。

また、この地域が古くから開発されているとはい

え、今回の調査区は丘陵の端部付近にあたることか

ら、この場所に水田が営まれ、灌漑設備としての導

水管を敷設していた可能性は低いものと考えられる。

そこで注目したいのが、当遺跡の南側に位置する

天長山古墳群の存在である。具体的な指摘はできな

いが、この古墳群の存在は、 5世紀末から 6世紀に

かけて小規模ながらも古墳を築造できるだけの勢力

註

① 「伊賀町史」 伊賀町 1979 

② 平子弘ほか「阿山郡伊賀町 火道遺跡発掘調査報告J 二重県
教育委員会 1989

③ 「芝重県埋蔵文化財年報19」 三重県教育委員会 1989 

④ 仁保晋作「阿山町東山古墳の遺構と遺物」「研究紀要」第 1号

三重県埋蔵文化財センター 1992 

⑤ 森浩一•• 石部庄志 「古墳文化の地域的特色5 畿内およびそ

の1船辺」「H本の考古学』 中央公論社 1966 
⑥ 吉水康夫「権現山古墳の出土の遺物」「筒御前古墳発掘調査報

告J 伊賀町教育委員会 1977
⑦ 「：重県肌蔵文化財年報18』 ：軍県教ft委員会 1988
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をもった豪族がこの付近に存在したことを窺わせる。

今回の調査では、豪族居館を想定させる遺構は検

出されなかった。しかし、灌漑設備ではないと仮定

すれば、この施設はこの地域に存在した有力な勢力

が何らかの理由で構築したものと推測される。ただ

し、天長山古墳群の所在する丘陵端部、現在の県立

伊賀高等学校の敷地は、湧水が著しい軟弱地盤であ

り、居住には適さない場所であることに注意しなけ

ればならない。これらのことを考慮すると、推測の

域を出ないが、このような大掛かりな施設を構築し

ていること、刀形木製品が出土していることから、

調査区の周辺に豪族居館が存在し、居館での日常生

活に必要な水を引くため、あるいは祭祀に用いる浄

水を得るためにつくられた施設や権力の象徴として

の施設と想定したい。

いずれにしても、検出された遺構、出土した遺物

が限られており、これらから水衛遺跡の全体像を窺

い知ることはできない。周辺地域の調査や他の類例

調査などを行った上で詳細な検討を行いたい。

⑩ 註⑦に同じ

⑪ 註⑨に同じ

⑫ 註①に同じ

⑬ 「日本書紀」下 日本古典文学大系68 岩波書店 1965 

⑭ 藤澤良祐 「瀬戸古窯址群 I」「瀬戸市歴史民俗資料館研究紀

要I」 瀬戸市歴史民俗資料館 1986 

⑮ 「木器集成図録 近畿古代篇J奈良同立文化財研究所史料 第
27冊 奈良[Kjヽ ク：文化財研究所 1985 

⑯ 穂積裕昌ほか「城之越遺跡」 三重県埋蔵文化財センター

1992 

⑰ 光谷拓実氏による年輪年代測定から遺物図版番り6の板は319

年に、同14の板は474年を遡らないという結果が得られた。光

谷氏によれば、 2つの試料は測定できる限界に近い年輪数であ

ったこと、 14の測定値が5世紀後半にあたるが、誤差を考慮し

て6jlJ: 紀代と考えるのが妥当であるとのことであった。



No. 登録番号器 種'
出士位置口径器高その他
遺構↓ cm cm cm 

技法の特徴胎 土焼成色調残存度備 考
- - . - I - - -・-J- ―---- -------- __ , ___ - . - -- --

H 6 : 内：ロクロナデ
21 Oll-02 杯 蓋 sz 2 12. 8 - ―外：ロクロナデ・ロクロケズリ ：密 1 良：灰色i i 

ー. ----t --―-! 一―----—+-―ーし．――---- -----・-
22 007-01 有蓋高杯 H 5 10. 8 - - I内：ロクロナデ やや密 並 1黄灰色 I I三方透かし ！ 

S Z 2 外：ロクロナデ・ロクロケズリ 2mmの石を含む ！ 杯部外面にヘラ記号 l 

-,- -t-- - . - t —• ↑ ← -- - - - ---- - -------------・」―----—- -- ----—+----------―-------------- ----- --・; 
I 23 • 007-04杯身

1F 4 
1 L 2 4. 7 1 , , S Z 2: . - I外：ロクロナデ・ロクロケズリ ， 

I 1内：ロクロナデ iゃや密 i並i褐灰色 1/4底部外面に「X」のヘラ記号
-- -I ' -t - -t-----t-―--- -----―---------・-------------.'--------------------- ------ -------------- -. ----

24 007-05小形鉢'I 6 14. 8 5. 5 - Iナデ・横ナデ
rやや密

S Z 2 " a ↓ ! . . .. :-2 .. の石を含む／並：灰白色／わず／ 寸

25'011-05小形甕
'F 5 
S Z 2 

11.8 - : — i ナデ・横ナデ やや粗 I 並灰黄褐色
I .'↓  _,_ . ―↓ --- t -- -—• - I , ----t 1 

26 012-03卸皿
H 2',  内：卸目
S Z 2 I外：糸切り痕

密 良灰白色 I

． ，，．ー ・I・-- t ―-」- f-

27 012-01 甕
L 6 . やや粗 l 

ー ー ーハケメ i並！黒色 i小片 iハケメは6本/1cm 
S D 3 細砂粒を含む

• ↓ . . _ _,_ -1--―し-l- - . -』------1-- ...... ---十- ---L - --—-------------・---

F 4 • i内：ロクロナデー
28 011-01 杯 蓋i包含層 12,5'4. 0 I ―外：ロクロナデ・ロクロケズリ 1密 I 

J 10 I 
f- -- -l----. -――- _ ---_ -1 --- ___ _ _ -+-!_L~-戸］＿―-~―-----------------------.: 

29 007-03 杯 身I 10. 9 5. 3 - i内：ロクロナデ ，やや密 i並 1灰色： 3/8 ! 
包 含層' ! 外：ロクロナデ・ロクロケズリ ,~4mmの石を含む I I : 

j •• ↓ ー・、↓ --1 --- -t--------- ------ --------—- +-------- ----------」-—---—↓----------------+- ---一―--- --- -' 
F 7' : 内：ロクロナデ ！やや粗 lmm~の I

1 

'. 30 I Oll-03 杯 身包含層 11.0 : 4. 0 ― 外：ロクロナデ・ロクロケズリ小石• 砂粒を含む 1 良 灰色
→ ↓ ↓ I -- I -- - . - - '-. . . I'.  -+ . + 
・F 4 31 Oll-04 鉢 包含層 10.0 4.8 ー ナデ・横ナデ

やや粗 1. 5mm~ にぶい
の小石を含む一

並
黄橙色

底部外面にハケメ？

• . I . I ↓ _ t 

32. 007-02 小形鉢 11. 9 5. 2 
J 10 やや密 ＇ 

包 含層
ー ナデ・横ナデ ~4mmの石を含む 並明灰白色 2/3;

↓ . + - ..  ↓ ― '-... - - .. ---+-

二重口縁壷
F 7 やや粗 lmm~の にぶいi
包含層

ー 一 ーナデ・横ナデ 小石・砂粒を含む
並 黄橙色： 小片｀ ，．↓  ,-- -j t 

椀 J 8 底径ロクロナデ やや密 2mm~の，
包含層 ― ― 5.8 底部外面：糸切り痕 小石•砂粒を含む 1

並灰白色 高台底面に籾殻痕

33 

34 

012-02 
↓ 

011-06 山

第 1表

No. 登録番号

1 003-02 

2 008-01 

' -. 
3 009-02 
’↑  

, 4 , 009-03 
: .』

5 . 004-02 

6

7

8

 

005-02 

006-2-01 
↓ 

006-1-03 

9• 006-1-02 , 

10 006-1-01 

11 

12 

004-01 

001-01 

13 : 003-01 

t 

14 002-01 

010-01 

16 008-02 

17 005-01 

15 

18 009-01 

19 006-2-02 

茶

出土遺物観察表

器

木樋

ー木梯子

板

板

板

板

刀形木製品

器台

種

品

駄

製
下

木

板

板

板

板

板

田

状

棒

S D 3: 

: S D 3 
, No. 8 

大型楕円形曲物 S K 5 

C 2 
包含層

iM 10 
包含層

ー木梯子

板

I 

l出 土位置長さ 幅 厚さ 木取り
遺構 cm , cm , cm 

樹種
技法＇
特徴：

'---+ -- • t + - -1 --'-. - t -
F 3 現存
S Z 2 160 11.5 8.4 スギ芯材 i

t . -+ 
I , i 
-+-------+ . -- ---- , . 

試掘坑i 現存＇
I 21. 0~22. 8 平坦部 3.5・ ＇ ヒノキ 1板目！

3段残存
INo. 1 ; 142. 8 , : 足掛部 8.5 段間 31cm 

t . ---+ -------← ・------+------—- -~-------------—廿—-----—-+----------------------- ----~~ —- ---------. -
iF 4 現存 i 現存 I
↓ 
S Z 2 75. 2 ; 9. 5 , I. 2 ! ヒノキ 板 目： しり欠きもしくはホゾ孔あり
'--• ---—--+------~ —+-------―—ナー—---- ---—+—-—t------------------ ---—+---—--~-------

IE 3i現存: j 

i S Z 2'71. 0 : 
13. 1 : 1. 7 i ヒノキ i追柾目 i ：切り欠きもしくはホゾ孔あり＇

j t ----------t-- -------—+----• -+-―----― I -—ーナー- -------------------t----
IG s: 現存
S Z 2・56. 2 , 19. 7 i 1. 55 , ヒノキ i追柾目 i手斧痕

↓ ↓ --- ----→ ------t —-•- -- ---_j__ ---し~―-----------
:K 6 現存＇
S Z 2 86. 0 : 

, 22. 0 I 2. 0~2. 5 ヒノキ 追柾目［
I I 

4 - ----. - -―↓ .. - -

L 6 現存：
--・1 -- --- I・・- -・ —--t-- -+-—----
3. 8 ! 3. 1 I 

1 コナラ属ア
S D 3 41. 0 : カガシ亜属柾目：

ー→・ -+'—• •-—• 一十

S D 3 現存 現存，
No. 9 37. 9 9. 7 

1. 7 ヒノキ ：板目'
I 

; S D 31 
'No. 12 

41. 0 ・ 12. 2 1. 6 ヒノキ 柾

t'+  
L 8 
S D 3 

77.4 1.5 

•S D 3 
No. 1 

S D 3 
, No. 2 

S D 3, 
, No. 5: 
十

IS D 31 
↑ 

! No. 6 ! 

S D 3 
'No. 3 

現存
189.0 

現存
186. 7 

現存
174.9 

194.0 

191. 7 

現存
187.2 

105.0 
t 

推定復元
76.3 

ー

'

,

9
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紡錘車

11. 2 

1. 5 

3.8 

I 

'0. 9~1. 2 

’’  

0. 7 

0. 7 

・ヽカ用転の

Cm

ヵヽ

7
 
3
 

ら

用

‘-カー
材

間

―

転

分

分

分

分

壁

分

一

分

段

i

分
の

部

部

部

一

部

は

部

一

部

一

部

ら

当

当

当

当

た

当

形

ー

当

存

一

当

か

相

相

相

相

ま

紐

亘

紐

虹

紐

呻

暉

暉

繹

疇

呻

天

断

側

5
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側
井

‘‘,／ m
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～
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 ．
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f
(
 

,. 
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l
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痕
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痕
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・
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9
,
i
_
-
,
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_
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’
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↑
↓
手

|
+
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g—,
1
ー
表
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↓

目

材

目

目

目

目

目

―

目

一

目

目

目

一

柾

柾

柾

柾

柾

柾

辺

柾

追

板

ー

追

追

一

追

一

追

追

,
9
:
9ー
・

1
1
4
,
＇

キ

キ

キ

属

ノ

ー

ノ

ノ

キ

ヒ

ヒ

ヒ
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ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

20 013-01 

第2表

ヒノキ 板

備 考

底板部分

直径4cm

櫛 10. 7 3.9 ツ ゲ

出土木製品観察表
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図版1 調査前風景 （北から）

・="""'""""'' 
固版2 調査前風景 （南から）
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図版10
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図版14 導水施設出土木製品
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図版15 導水栢設出士木製品
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図版 16 出土木製品
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報告書抄録

、.:,、 l) か な みずえし＼せきはっくっちょうさはうこく

書 名 水衛遺跡発掘調査報告

I 
副 書 名

巻 次

シリーズ名 三重県埋蔵文化財調査報告

シリーズ番号 148 

編著者 名 船越重伸

編 集機関 三重県埋蔵文化財センター

所 在 地 〒 515-03 三重県多気郡明和町竹川 50 3 TEL 05965(2) 1732 

発行年月日 西暦 1 9 9 7年 3月 3 1日

：I ふりかな ふりかな コ ド 北緯 東経 調査面積

所収遺跡名 所 在 地 市町村遺跡番号
C) I II 0 I ff 

調査期間
面
調査原因

みすえいせき

水衛遺跡 三重県阿山郡 24206~ 207 34° 136° 19960715- 2,200 県立伊賀高等
いかちょう かp[}かし 48 I 12' 19961227 学校体育館用

伊賀町川東
： 29" 30 " 地造成工事に

あさ みずえ 伴う事前調査

字水衛 ： 

，！ 所収遺跡名 種別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

水衛遺跡 その他 古墳 導水施設 土師器 転用した木製品を

溝 3条 須恵器 組み合わせた導水

池状土坑 1基 瓦器 施設を検出した

土坑 l基 陶磁器

小穴 銅銭

木製品

木樋

［一木梯子l
板材



平成 9(1997)年 3月に刊行されたものをもとに

平成 19(2007)年 7月にデジタル化しました。

三重県埋蔵文化財調在報告 1 4 8 

水街遺跡発扱胡杢叔告

1 9 9 7 (平成9)年3月

編集• 発行 三重県埋蔵文化財センター

印刷者 東海印刷株式会社


	表紙

	巻頭図版　SD3・導水施設検出状況(東から)、SZ2・木桶出土状況(南から)
 
	序

	例言

	目次

	本文目次

	Ⅰ　調査に至る契機と経過

	1　調査に至る契機と経過

	2　調査日誌（抄）


	Ⅱ　位置と環境

	Ⅲ　遺構

	Ⅳ　遺物

	Ⅴ　結語


	挿図目次

	第1図　遺跡位置図

	第2図　遺跡地形図

	第3図　調査区位置図

	第4図　調査区平面図

	第5図　SD3導水施設位置図および出土状況図
 
	第6図　SZ2　木製品出土状況図
 
	第7図　SD3　木製品出土状況図
 
	第8図　出土木製品実測図(1)
 
	第9図　出土木製品実測図(2)

	第10図　出土木製品実測図(3)

	第11図　出土遺物実測図


	写真図版目次

	図版1　調査前風景（北から)

	図版2　調査前風景(南から)

	図版3　調査区北側全景(南から)

	図版4　SZ2(南から)

	図版5　SZ2・木桶出土状況(東から)
 
	図版6　調査区南側全景(西から)

	図版7　SD3(西から)

	図版8　SK5(東から)

	図版9　櫛出土状況

	図版10　作業風景(西から)

	図版11　SD3・導水施設出土状況(東から)

	図版12　SD3・導水施設出土状況(東から）

	図版13　出土遺物

	図版14　導水施設出土木製品

	図版15　導水施設出土木製品

	図版16　出土木製品


	表目次

	第1表　出土遺物観察表

	第2表　出土木製品観察表



	報告書抄録
	奥付




